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➀主な内容 

（１）勝田車両センター各班体制をユニット化・グループ化し業務の連携と融合を図る。 

（２）土浦運輸区検修部門については、勝田車両センター所属とし、勝田車両センター土浦派出（仮称）とする 
 

②箇所体制及び実施時期 

 具体的な体制や実施時期については、決定次第お知らせする。 
 

③スケジュール 

※スケジュールは状況により 

変更となる場合がある。 

 
 

 

④その他 

 今後、水郡線統括センター検修部門及び水戸運輸区検修部門についても体制の見直しを検討していく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

主な労使議論 

組合：今施策の目的を明らかにすること。 

会社：生産性向上による経営体質の強化を実現することや人材育成である。 

組合：土浦運輸区検修部門を今回派出にする根拠と水郡線統括センターの検修部門及び水戸 

運輸区検修部門は今回実施しない根拠を明らかにすること。 

会社：６月に勝田車両センターが首都圏本部へ移管する。ライン管理の観点から今回体制を見 

直す。水郡線統括センターと水戸運輸区は気動車も扱っている。首都圏本部や東北本部 

と調整が必要なため、体制の見直しを検討する。 

組合：今施策の実施時期と要員体制について明らかにすること。 

会社：現在調整中である。決まり次第、示す必要があれば示していく。 
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